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捨てない知恵と捨てる勇気 
身の周りに、使い捨てや無駄遣いはないか。何の活用もせず、溜め込
んでいる物はないか。限りある資源とは、いつも上手に付き合いたい。 

ストレス知らずで、心はいつも晴れやかだ。 

 
 

 
 

  

                

                

                

                

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 
  

            
 

豪
雨
か
ら
身
を
守
る 

 

梅
雨
の
時
期
に
な
る
と

、
豪
雨
に
見
舞
わ
れ

る
な
ど
の
風
水
害
が
頻
発
し
ま
す
が

、
そ
れ
ら 

か
ら
身
を
守
る
に
は

、
三
つ
の
留
意
点
が
あ
り

ま
す

。 

一
つ
目
は

、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
り
居
住

地
域
や
職
場
の
災
害
リ
ス
ク
を
知
る
こ
と
で

す

。各
自
治
体
で
は

、洪
水
や
土
砂
災
害

、高
潮

な
ど
八
種
類
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
公
開
し
て

い
ま
す

。
近
隣
の
避
難
場
所
や
そ
こ
ま
で
の
安

全
な
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

。 

二
つ
目
は

、
天
候
の
変
化
に
注
意
を
払
い
防

災
気
象
情
報
や
避
難
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
で

す

。
雨
雲
が
数
時
間
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
同
じ
場

所
を
通
過
ま
た
は
停
滞
す
る
こ
と
で
作
り
出
さ

れ
る
線
状
降
水
帯
の
下
で
は

、
水
量
の
急
増
な

ど
天
候
の
急
激
な
変
化
を
伴
い
ま
す

。 
三
つ
目
は

、
警
戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
迅
速
な

避
難
で
す

。
避
難
に
時
間
が
か
か
る
高
齢
者
や 

障
が
い
者

、そ
の
介
助
者
は

、警
戒
レ
ベ
ル
３
の

段
階
で
避
難
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

。 

ま
た

、
そ
れ
以
外
の
人
も
避
難
の
準
備
を
し

た
り

、
自
主
的
に
避
難
し
た
り
し
ま
し
ょ
う

。 

災
害
時
の
対
応
は
一
刻
を
争
う
も
の
で
す

。

事
が
起
こ
っ
た
時
に
慌
て
る
こ
と
が
な
い
よ

う

、家
庭
や
職
場
で
防
災
情
報
を
共
有
し

、災
害

に
備
え
た
い
も
の
で
す

。 
 

◆
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う 

「
職
場
の
教
養
」
よ
り 

 

 
明 
朗 
・ 
愛 
和 
・ 
喜 
働 

 

 

保

親

さ

ん

の

人

生

万

感 

                   
世
界
再
発
見 
！ 

笑
う
門
に
は 

11 
 
 
 
 
 
 

福
来
た
る 

千
年
の
命
を
つ
な
ぐ
楠
若
葉 

 
 

 
 

人
は
短
き
命
を
燃
や
す

波
静
か
瀬
戸
の
浅
瀬
で
海
苔
育
て 

 
 

 
 

親
子
三
人
明
る
く
生
き
る

赤提灯が灯る夜の九份(台湾) 
 

台湾北部、山間に位置する九份は入り組んだ狭い路地や 

急な坂道、木造建築などが昔ながらの風情を残し、旅情 

をかきたてる。夕暮れ時になると、街を縦に貫く石段の 

小道、賢崎路(けんざきろ)の店の軒先に赤提灯の火が灯 

る。提灯が風に揺れ、かすかに漂う妖しさが昔懐かしい 

情緒を醸し出し、茶館や台湾料理店が並ぶ 

光景はどこを切り取っても絵になる。 

オレンジ色に染まる路地や階段を歩 

くと、まるで物語の世界に迷い込ん 

だかのような気分になれる。 
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企
画
展 

 

「
真
民
さ
ん
の
生
き
方
」 

令
和
6
年
6
月
30
日
ま
で 

坂
村
真
民
記
念
館
（
砥
部
町
） 


